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新政あいち県議団 県政レポート 2020年秋号 （4）

　令和２年愛知県議会９月定例議会は９月１８日より１０月１３日まで開かれ、一般会計補正予算の総額８０４
億４，０７２万余円、特別会計予算総額２，９００万円や条例の制定や条例の一部改正など３６議案を承認可決
しました。
　一般会計補正予算の中で新型コロナウイルスへの対応として、感染症対策では、PCR検査体制の拡充や
中等症患者及び軽症の高齢者を集中的に受け入れる専門病院の開設など、患者を受け入れる医療機関を
支援する費用が含まれています。
　経済対策では、中小企業が取り組む新サービス・新製品の開発やプレミアム商品券発行事業支援及び
事業者の資金繰りに対応する実質無利子・無担保・保証料ゼロの融資枠の拡大などの支援を行います。
　また、学校教育では、県立高等学校及び特別支援学校の衛生環境の整備並びに新たな時代に相応しい
教育の実現を目指すICT環境の整備、学校給食に県産水産物食材の提供をします。さらに、「みかわ牛」の
ブランド力強化のほか、畜産物流通体制の支援や農作業の省力化設備整備を促進するなど、『愛知のすべての
産業』がこの危機を乗り切るための支援費用が計上されています。

愛
知
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
条
例
を
制
定
‼

大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
要
望
書
を
提
出

新型コロナウイルス感染症対策に
　　　　　　　　　関する要望書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、的
確
か
つ

迅
速
に
感
染
症
対
策
を
講
ず
る
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
推
進

に
関
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

【
条
例
の
内
容
】

１
．条
例
の
目
的

　

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
が
、県
民
生
活
や
地
域
経
済
に
及
ぼ

　
　

す
影
響
を
鑑
み
、県
民
、事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、県
が 

　
　

実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
。

　

〇
こ
の
こ
と
に
よ
り
、関
係
法
令
に
よ
る
措
置
と
相
ま
っ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　

ス
感
染
症
対
策
を
推
進
し
、も
っ
て
県
民
の
生
命
や
健
康
を
保
護
し
、県
民
生
活

　
　

や
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
最
小
化
に
寄
与
す
る
。

２
．県
、県
民
、事
業
者
の
責
務

　

そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
記

３
．感
染
症
対
策
の
基
本
的
な
事
項

　

対
策
の
充
実
、県
独
自
の
対
策
本
部
の
設
置
、県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言（
全
国

　

初
）、影
響
の
緩
和
を
図
る
た
め
の
支
援
、適
切
な
配
慮（
全
国
初
）

　

愛
知
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
条
例
の
制
定
に
向
け
て
県
民

か
ら
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
期
間

中
に
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
に
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
‼

【
要
望
書
内
容
】

１
．県
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

　

守
り
抜
く
た
め
の
医
療
体
制

　

の
拡
充

２
．雇
用
・
産
業
の
維
持
を
始
め

　

と
し
た
緊
急
支
援

３
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

染
症
対
策
に
関
す
る
継
続
的

　

支
援

　本県は２０２２年に県政１５０周年を迎えるにあたり、
日本一の産業集積地である誇りを持ち、県民に対し一層
の力強い県政運営が重要となってきます。
　一方で、コロナ禍により、「テレワーク」「リモートワー
ク」などこれまでの働き方・暮らし方が見直され、新た
な生活様式への移行により、その対応を推進すること
が求められています。
　近年の異常気象により、豪雨災害が頻発・激甚化し、インフラ整備の重要性が一段と高まってい
ます。コロナ禍において、県民生活や地域経済を支えるため県の果たす役割は、ますます重要で、その
財源確保においても国に対して財源措置を求めるとともに、更なる行財政改革が必要であります。
　こうしたことから、わが団においては、地域に根差した政策実現を目指し、「県民目線」「生活者目線」
「勤労者目線」「現場目線」そして「女性目線」の５つの視点をもって、本県の目指すべき社会モデルを
念頭に、『令和３年度 施策及び当初予算に対する提言』を取りまとめ、９月定例議会の閉会日となる
１０月１３日に大村知事に提出しました。

　以上の提言内容以外にも、プラスチックごみによる環境問題への取組の推進、中部国際空港島及び
周辺地域の国際観光都市化、森林・農地・漁業の保全により多面的機能を発揮させるための施策の
推進、2026年アジア競技大会・アジアパラ競技大会の推進など、愛知県が抱える諸課題の解決に向
けた積極的な提言となっております。
　今後は、今回取りまとめた、この提言内容が確実に県政に反映できるよう、団を挙げて取り組んで
まいります。

県議団を代表して、団五役が大村知事に提言書を提出

歩行者保護、自転車条例化
など交通事故防止対策の
推進

ICT、デジタル化など
情報化施策の推進

新型コロナウイルス感染症
対策の強化・推進

医師偏在の是正・
看護師不足の解消

コロナ禍における
雇用の維持・創出

教員の働き方改革と
良好な教育環境の整備

中小企業の人材確保と
事業継承の推進

児童虐待予防、
児童相談センターの
体制強化

スタートアップ支援を
中心とした第4次産業革命
への対応

大規模災害に向けた
減災対策・分散避難に
備えた対策の推進

（提言内容詳細は、県議団ホームページをご覧ください。）

政策提言書を知事へ提出政策提言書を知事へ提出
▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

主な提言内容主な提言内容

代表質問で持続可能な社会の
　　実現を目指す輝くあいちを問う

長江正成
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新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

新政あいち県議団 県政レポート

愛
知
県
議
会

質
問
録
画
は

検
索

県
営
大
高
緑
地
公
園
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

松
本
ま
も
る

議
員（
緑
区
、１

期
）は
、開
業
か

ら
50
年
を
迎
え

た
大
高
緑
地
公

園
の
老
朽
化
が

進
み
、特
に
プ
ー

ル
の
内
、二
つ
は
何
年
も
前
か
ら
漏
水

等
で
休
止
中
、低
学
年
、幼
児
用
の
プ
ー

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
つ
い
て
　

安
井
伸
治

議
員（
港
区
、２

期
）は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
情
勢

を
勘
案
し
、同
じ

症
状
が
見
ら
れ

や
す
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い

て
質
し
た
。県
に
対
し
先
ず
W
H
O
の
指

針
を
踏
ま
え
、妊
娠
中
の
女
性
、６
ヶ
月

か
ら
９
ヶ
月
の
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
助
成
を
す
る
よ
う
求
め
た
が
、高

齢
者
等
の
定
期
接
種
を
助
成
す
る
に
と

ど
ま
っ
た
。次
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
不
足
・
供
給
偏
在
が
生
じ

な
い
よ
う
行
政
と
し
て
調
整
す
る
よ
う

求
め
、県
は
医
薬
品
の
卸
売
業
者
や
医
療

機
関
の
協
力
を
得
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
に
努
め
る
と
答

弁
し
た
。最
後
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
同
時
流

行
を
見
据
え
、県
と
し
て
必
要
な
検
査
体

制
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か

を
質
し
、関
係
医
療
機
関
に
対
し
マ
ス
ク

等
防
護
具
の
確
保
に
努
め
、し
っ
か
り
支

援
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い

　

お
お
た
け
り
え

議
員（
豊
川
市
、

２
期
）は
、県
庁

や
出
先
機
関
か

ら
遠
い
地
区
に

住
む
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
の
行
政
手
続
き
、研
修
や
セ
ミ

ナ
ー
・
相
談
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
、ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
市
町
村

と
共
同
し
た
I
C
T
利
活
用
に
つ
い

て
質
し
た
。

　

県
は
、サ
ー
ビ
ス
管
理
者
研
修
や
子

育
て
支
援
員
研
修
な
ど
ニ
ー
ズ
の
高

い
研
修
の
一
部
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す

少
子
高
齢
化
問
題

へ
の
対
策
強
化
を

　

樹
神
義
和

議
員
（
豊
田
市
、

３
期
）
は
、
少
子

化
対
策
と
高
齢

社
会
に
お
け
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
、特
に
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
は
、昨
年
の
国
内
出
生
数
が
約
86

万
5
千
人（
合
計
特
殊
出
生
率
1.
36
）と

過
去
最
少
を
記
録
し
、「
86
万
シ
ョ
ッ
ク
」

と
も
呼
ぶ
べ
き
状
況
に
あ
る
事
か
ら
、

結
婚
・
妊
娠
＆
出
産
・
子
育
て
と
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
毎
の
支
援
の
充
実
を
訴
え
、

今
後
の
県
の
取
り
組
み
方
針
を
質
し
た
。

　

質
問
に
対
し
県
は
、子
育
て
期
の
支
援

と
し
て
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
、今
後

５
年
間
で
約
1
3,
0
0
0
人
分
の
保
育

の
受
け
皿
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、希
望

す
る
方
が
子
ど
も
を
持
て
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、働
き
方
改
革
や
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
む
と
答
弁
。

　

樹
神
議
員
は
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に

ふ
さ
わ
し
い
少
子
化
対
策
・
高
齢
社
会

対
策
の
継
続
的
な
検
討
・
実
践
を
要
望

し
た
。

カ
ジ
ノ
誘
致
で
は
な
く

コ
ロ
ナ
対
策
を

県
教
委
の
障
害
者
雇
用
、

3
年
連
続
で
全
国
最
低

　

桜
井
秀
樹

議
員（
豊
田
市
、

１
期
）は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、

観
光
産
業
が
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
中
、

多
く
の
来
訪
者
と
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
る
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
県

内
広
域
で
恩
恵
を
享
受
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
関
係
者
と
連
携
し
て
い

く
の
か
、
ま
た
、
愛
知
県
が
持
っ
て
い

る
多
く
の
観
光
資
源
を
ど
の
よ
う
に

国
内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
く
か
質

し
た
。

　

質
問
に
対
し
県
は
、
愛
知
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
自
治

体
や
地
元
の
観
光
事
業
者
等
が
共
同

で
実
施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
で
築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継

承
・
発
展
さ
せ
た
「
愛
知
観
光
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
市
町
村
や
地
域

の
観
光
関
係
団
体
及
び
事
業
者
等
と

の
連
携
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
ジ
ブ
リ

パ
ー
ク
来
訪
者
を
県
内
宿
泊
・
周
遊
観

光
へ
の
誘
導
に
繋
げ
て
い
く
。
ま

た
、
本
県
が
有
す
る
観
光
資
源
を
各

分
野
に
精
通
す
る
専
門
家
等
と
の
連

携
や
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
P
R
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
的
に
情
報

発
信
し
て
い
く
と
答
弁
し
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
観
光
産
業

の
回
復
を　

西
川
厚
志

議
員（
中
川
区
、

５
期
）は
、I
R

（
カ
ジ
ノ
施
設
を

含
む
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
）整
備
を

推
進
す
る
国
の

動
き
に
呼
応
し
、県
が
進
め
る
中
部
国

際
空
港
島
へ
の
I
R
誘
致
検
討
に
つ
い

て
、反
対
の
立
場
か
ら
今
は
コ
ロ
ナ
対

策
を
最
優
先
す
べ
き
と
訴
え
る
と
と
も

に
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
全
国
的
な
I
R
事

業
者
の
投
資
意
欲
の
減
退
、国
が
策
定

す
べ
き
基
本
方
針
の
再
三
の
延
期
、

I
R
担
当
副
大
臣
の
収
賄
に
よ
る
汚
職

事
件
の
影
響
等
を
踏
ま
え
た
県
の
今
後

の
考
え
を
質
し
た
。

　

県
は
既
に
国
内
外
を
併
せ
て
13
者
の

I
R
関
連
事
業
者
が
関
心
を
寄
せ
、コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
撤
退
の
意
向
を
示

し
て
お
ら
ず
、県
も
自
ら
断
念
の
意
思

は
無
い
こ
と
を
表
明
し
た
。西
川
議
員

は
２
年
前
ま
で
は
知
事
も
カ
ジ
ノ
反
対

の
姿
勢
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
、県

民
の
意
向
調
査
の
上
で
の
誘
致
検
討
を

強
く
求
め
た
。2
0
2
5
年
技
能
五
輪

国
際
大
会
の
愛
知
県
誘
致
が
叶
っ
た
際

に
は
国
際
展
示
場
が
大
会
会
場
と
な
る

こ
と
か
ら
、現
行
計
画（
2
0
2
4
年

度
か
ら
の
同
敷
地
内
へ
の
I
R
施
設
建

設
も
可
）と
の
矛
盾
も
追
及
し
た
が
、

明
確
な
答
弁
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

ル
の
み
の（
A
B
プ
ー
ル
）営
業
で
公
園

全
体
の
人
気
と
は
裏
腹
に
来
場
者
は
減

少
傾
向
で
あ
る
。今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で

そ
の
傾
向
は
続
き
、来
年
以
降
も
こ
の

ま
ま
で
は
活
性
化
が
見
込
め
な
い
。

し
か
し
、県
民
に
安
価
で
提
供
さ
れ
る

県
営
公
園
内
の
プ
ー
ル
や
水
場
広
場
等

の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
り
、猛
暑
・
酷

暑
対
策
を
含
め
た
新
し
い
水
場
広
場
の

検
討
も
す
べ
き
で
は
と
質
し
た
。

　

都
市
整
備
局
長
か
ら
は
、こ
こ
近
年

の
猛
暑
・
酷
暑
対
策
を
含
め
た
新
し
い

水
場
の
創
出
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

新
し
い
形
で
の
県
民
か
ら
愛
さ
れ
る
親

水
性
の
あ
る
、プ
ー
ル
に
代
わ
る
水
場

広
場
の
在
り
方
も
検
討
し
な
が
ら
、新

し
い
施
設
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
と

の
前
向
き
な
答
弁
が
出
さ
れ
た
。

　

高
木
ひ
ろ
し

議
員（
瑞
穂
区
、

５
期
）は
、県
教

委
の
障
害
者
雇

用
率
問
題
と
、部

落
差
別
に
関
す

る
県
民
意
識
調

査
な
ど
に
つ
い
て
県
の
見
解
を
質
し

た
。県
教
委
の
障
害
者
雇
用
率
は
、２
年

前
の
水
増
し
発
覚
以
来
、法
定
2.
4
％

に
対
し
て
半
分
以
下
と
い
う
全
国
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
が
続
い
て
い
る
。教
員
免
許
を

も
つ
障
害
者
の
少
な
さ
を
理
由
に「
当
面

る
と
と
も
に
、県
内
へ
の
移
住
を
促
進

す
る
た
め
移
住
相
談
を
オ
ン
ラ
イ
ン

対
応
す
る
と
答
弁
し
た
。市
町
村
と
の

共
同
に
つ
い
て
は
、「
A
I
を
活
用
し

た
総
合
案
内
サ
ー
ビ
ス
」
や

「
A
I‒

O
C
R
」に
よ
る
業
務
効
率
化

等
に
取
り
組
む
と
答
弁
し
た
。コ
ロ
ナ

禍
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、県
は
、心
の
ケ
ア
の
た
め
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
増
員
、フ

ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ
の
支
援
拡
大
、県

立
大
学
生
が
遠
隔
授
業
で
思
い
描
い

て
い
た
学
生
生
活
が
送
れ
て
い
な
い

こ
と
に
対
し
て
、対
面
授
業
の
割
合
を

拡
大
す
る
と
答
弁
し
た
。

の
改
善
は
困
難
」と
す
る

県
教
委
の
姿
勢
に
つ
い

て
、議
員
は「
高
等
教
育
を

保
障
し
て
こ
な
か
っ
た
教

育
委
員
会
自
身
の
責
任
」

と
厳
し
く
批
判
し
、エ
レ

ベ
ー
タ
設
置
な
ど
県
立
高
校
の
計
画
的

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
障
害
生
徒
の
高
校

受
験
へ
の
特
別
配
慮
を
強
く
求
め
た
。

　

部
落
差
別
に
つ
い
て
は
、結
婚
や
就
職

に
お
け
る
隠
れ
た
差
別
の
事
例
を
挙
げ
、

県
の
取
り
組
み
強
化
を
求
め
た
。県
民
文

化
局
長
は
過
去
４
回
実
施
し
た
県
民
意

識
調
査
の
分
析
を
紹
介
し
、差
別
に
つ
な

が
る
身
元
調
査
を
肯
定
す
る
回
答
が
増

加
し
た
り
、相
手
が
部
落
出
身
の
場
合
に

結
婚
に
反
対
す
る
と
い
う
意
識
が
根
強

く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
挙

げ
た
。

県
は
、季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備

え
、外
来
診
療
の
医
療
機
関
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
の
か
問
う
。

発
熱
患
者
等
を
他
の
患
者
と
分
け
て
外
来
診
療

や
検
査
を
行
う
地
域
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、県
が
指

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
体
制
確
保
に
必
要
な
費
用
を

国
が
補
助
す
る
制
度
が
１０
月
中
に
も
開
始
さ
れ
る
。県
も

早
急
に
県
医
師
会
と
協
議
を
進
め
、対
応
可
能
な
地
域
の

医
療
機
関
を
速
や
か
に
指
定
し
て
い
く
。ま
た
、外
来
診

療
を
担
う
医
療
機
関
が
安
心
し
て
患
者
に
対
応
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
支
援
を
行
い
、発
熱
患
者
が
速
や
か
に

必
要
な
診
療
、検
査
を
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
を
提
供

し
て
い
く
。

知 

事
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

開
設
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専

門
病
院
に
よ
り
県
内
の
入
院
医
療
機
関
へ
の
負
担
軽
減

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
問
う
。

現
在
の
岡
崎
市
立
愛
知
病
院
を
活
用
し
、中
等

症
患
者
な
ど
を
集
中
的
に
受
け
入
れ
る
１
０
０
床
の
専

門
病
院
を
１０
月
１５
日
に
開
設
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、主
に

重
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
大
学
病
院
な
ど
と
役
割
を
分

担
し
、医
療
機
関
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。引
き
続

き
、患
者
、受
入
医
療
機
関
の
負
担
に
配
慮
し
た
迅
速
か

つ
適
切
な
入
院
調
整
に
取
り
組
み
、県
民
の
皆
様
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
、全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

知 

事
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
に
つ
い
て

端
末
を
合
計
1
8,
0
0
0
台
整
備
し
て
も
、全

生
徒
数
の
12
万
人
分
に
は
足
ら
な
い
が
、今
後
ど
の
よ
う

な
方
針
で
整
備
を
進
め
る
の
か
問
う
。

今
後
の
県
立
高
等
学
校
の
生
徒
用
端
末
の
整
備

の
方
針
は
、生
徒
個
人
所
有
の
端
末
を
授
業
で
活
用
す

る
、Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ（
ブ
リ
ン
グ 

ユ
ア 

オ
ウ
ン 

デ
バ
イ
ス
）を

基
本
に
考
え
る
。今
年
度
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
デ
ル
校
１０
校
を
中

心
に
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
の
試
行
を
行
い
、効
果
と
課
題
を
検
証
し

た
上
で
、来
年
度
以
降
、端
末
を
持
っ
て
い
る
生
徒
は
、そ

れ
を
授
業
で
使
用
し
、持
っ
て
い
な
い
生
徒
に
は
、端
末

を
貸
し
出
す
な
ど
、Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長

県
立
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備

内
閣
府
か
ら「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ

ム 

グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
都
市
」に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
し
て
、人
材
の
輩
出
・
育
成
に
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
問
う
。

起
業
家
予
備
軍
で
あ
る
大
学
生
等
を
対
象
と
す

る「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
」を
、昨
年
度
よ
り
内
容

を
充
実
さ
せ
、９
月
か
ら
開
始
し
た
。ま
た
、今
年
度
か
ら

新
た
に
、世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
経
営
大
学
院
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
愛
知
向
け
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
た
人
材
育
成
講
座
を
１０
月
か
ら
開
始
す
る
。

さ
ら
に
、ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
大
学
に
よ
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
機
関
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
対
象
と
す
る
研
修

を
９
月
末
か
ら
実
施
す
る
。

知 

事
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

長
江
正
成
幹
事
長

（
9
月
25
日
、本
会
議
）

（
瀬
戸
市
、４
期
）

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
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新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら
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